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詩人の第一声・Leaves　of　Grass初版
光和沢小
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　ウォルト・ホイットマン（Walt　Whitman，1819・92）の肉声が聴きたい。だから『草の葉』
五θ8陀50f伽55（1855・92）を読む。
　ホイットマンをエマソン（R，W．　Emerson）、ソロー（H．　D．　Thoreau）の系譜に置くとするな
ら、“Song　ofMy8elf’の一行目は自らを礼賛する「自己信頼」Self’Relianceの歌声に聴こ
えるだろう。しかし、そのIcelebrate　myself，　and　sing　myselfが1855年の初版ではI
celebrate　myselfである。「歌う」singという語が書き加えられたのは1881年の第七版で
あり、詩人は62才、“the　good　gray　poet”と呼ばれていた。白い韓を蓄え、すでにニュー・
ジャージー州キャムデン（Camden，　New　Jersey）に隠棲していた老詩人と、黒い帽子を被り、
ポケットに手を突っ込んでいる30代中葉、ニュー・ヨーク、ブルックリン（Brooklyn，　New
Yorklで自ら印刷した初版肖像との差は無視できない。“Song　ofMyself’という題自体も第
七版に初めて付けられたもの1で、初版では息の長い序文に“Leaves　of　Grass”という文字
を“一枚”挟んでいきなりIcelebrate　myselfと続くのである。
　初版のcelebrateと、後から付加されたsing（Song）を単純に並列させるわけにはいかない
と私は考えるが、一般には同義に解され、それが延いてはホイットマンのいわゆる楽天的
肯定の詩人像を助長することになった。ホーソーン（N．Hawthorne）、メルヴィル（H，
Melville）のペシミズムの影と比較すればなおさら、ホイットマンの光が明るく見えてくる。
前者がボー（E，　A．Poe）を含めてthe　haunted　and　noctumal　writers　2と評されることはあっ
ても、ホイットマンに「夜」が冠せられたことはあっただろうか。むしろチェイス（R．Chase）
のように、明るいコミック詩人として捉える見方3の方が優勢だろう。ホイットマンをエマ
ソンの直系に置くならどうしてもオプティミストたらざるを得ないのか。同時代のメルヴ
ィルからでさえ超絶主義者は「額に真っ直ぐひびが入っている」cracked　right　across　the
browと滑稽に椰楡されている。マシーセン（E　O．　Matthissen）もフィードラー（L．　Fie（ller）
も共にこのメルヴィルの言葉を引用して、アメリカ・ルネサンスに於ける明と暗を描いて
いる。4
　翻訳という壁のある日本ではどうだろうか。「従来、少なくとも日本ではホイットマンを
ひたすら楽天的肯定の詩人と説くことが一一般的」5との通説に疑問を呈し、亀井俊介はホイ
ットマンの詩人としての出発の裏にある政治ジャーナリストとしての幻滅、さらにはメル
ヴィルにも通ずる闇の認識を読み取りっっも、celebrateとsingを並べて「ぼくはぼく自身
を賛え、ぼく自身を歌う」と訳している。
　私がcelebrateとsingを並列させず、段階があると見るのは、　celebrate以前の20代の
ホイットマンを考慮に入れてのことだ。つまり初版以前、初版、第七版という三段階だ。
　1848年、雑誌伽bね漁8ヨ加θに掲載された短編“The　Shadow　and　the　Light　of　a　Young
Man’s　Sou1”には青年時代のホイットマンを思わせる人物が登場するe同年はまた、ホイ
ットマンの思想に深く影響したと見られるニュ・一一・オーリンズ（New　Orleans）行きがあり、
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以後、『草の葉』初版を出すまでの7年間、彼は筆を断っことになる。沈黙の後、1　celebrate
myselfと発せられる初版の“前作”であるこの小説の主人公は「人前に出ることを恐れる。」
fears　tO　go　forth　in　public，6　いわば暗躍の7年の間に「恐れ」を乗り越えるヴィジョンを
固め、ce　lebrate　7に至ったとは考えられまいか。
　ホイットマンの影を秘めた声を求めて、今回は初版の“The　Sleepers”を取り上げ、「夜」
と「昼」という観点から、発声以前の闇を汲み取りたい。そこから、1　celebrate　myselfに
照応する日本語が聴こえてくるかもしれない。
　眠る人々を見つめるところから詩人自身・も「夜」の暗い世界に入り込む、カウリー（M．
Cowley）が「無意識の幻想」fantasia　of　the　unconscious　sと評した“The　Sleepers”と、お
そらくホイットマンの一・reイメージに資するところ最大の、「昼」の光が濃厚な“Song　of
Myself’。この「夜」と「昼」は全く別世界で対立するともいえる。しかしルイス（R　W　13．
Lewis）がいみじくも「和解」と言っているように、両者の関係は異質なものが一つになる
という矛盾をはらんだ調和にある。
　　　In“The　Sleepers”，　Whitman（lisplayed　once　more　hi8　remarkable　talent　for
ar】占ving　by　intpition　at　the　great　archetypes，　And　the　night　journey　concludes　in　that
confident　recovery　of　day，　that　pe池ct　reconciliation　with　night，　thatおthe　distinctive
mark　of　the　edition　of　1855．　g
このバランkはホイットマンその人の本質に通じるが、その詩集、特に初版の特徴ともい
える。初版の詩に題が付いていないということは何でもないようだが、初版の‘らしざ
はまずそこにある。つまり一個ずつの詩作品として完結せず、題は寧別付けともいえるか
らそれが無いということは他との境界がゆるく、初版全体に渡ってそれぞれが流れ動く。
“The　Sleepers”10と“So　ng　of　Myself’にしても、本来の姿である無題詩に戻してみれば、
一見対立する「夜」と「昼」が究極的には、現実の夜と昼が連続しているように初版とい
う流動体の中でつながってくるさまがより見えてくるはずだ。
　後から意識的に付けた題塗取り払い、「私は夜通し幻影をさ迷う」Iwandef　al1　night　in
my　vision，（1）という詩行そのものに没入すれば、「ベッドから起き出て太陽を迎えに行き」
r狛ing　from　bed　and　meeting　the　sun（Song，21）歌う以前の「夜」の闇に包まれる。ホイット
マンにとって「夜」と「幻影」は「幻影を過ぎ、夜を過ぎ」Passing　the　v均ions，　passing　the
night，（Lilacs，185！という一節もある程で、同義とまでは言えないにしても「夜」の暗さが
「幻影」を灯す逆説が読める。しかしこの灯火はいかにも暗くホイットマンの足取りは覚
束無い。light｛feet（2）も軽いというよりは地に足が着かない様子で、「私は私の思いを抱いて
徒歩でゆく」Iam　afoot　with　my　Vision（Song，714）時の着実かつ軽快な足音は聴こえない。
闇には音が無い。“Song　of　Myself’冒頭の色調を決定している「一枚の夏草」aspear　of
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summer　grass（Song，5）を照らす陽光を「ぶらっく」loafe（Song，5）同じ詩人が夜を「さ迷う」
暗澹とした迷いは「さ迷い、取り乱し」Wandering　and　confUsed（4）と畳み掛けられ、「我
を忘れる」lost　to　myself（4）と続く。精神が錯舌Lしている。　I　wander・一一in　my　viSionと
Wanderi　ng…10st　to　myseIfを並べてみると、　myを合言葉にviSionとselfはある程度重ね
てもよいのではとの仮説が立っ。
　“昼の詩”冒頭で「魂を招き寄せる」inVite　my　soul（Song，4）と言っているように「私11
と「私の」my何かとの間の距離が1　am　afoot　with　my　visionのwithに現れているのに対
し、“夜の詩”のin　ny　Visionに「夜」と「幻影」の親近性が窺える。　viSionがselfだとす
るなら、「夜」こそ「私」とは別の8elfと密着する時間だが、それは闇に包まれたさ迷いで、
“昼の詩”の「徒歩」ではviSion＝selfを客観視できる「私」が地を踏むのに対し「夜」の
「私」はviSionニselfに埋没する。この埋没感（眠る人々もベッドに「沈む」sink（26））、後
述する下降感がこの詩に影を漂わせる。夜の闇の中、個々に名前を持ったパーソナリティ
としての「私」1が埋没した後に残る、名付けようのないselfは、いわゆるヨーロッパ的な
egoとしての「自我j　selfとは異なるアメリカのselfとは何なのかという問いをはらむ。カ
ウリーはthe　deeper　Selfi　iという言い方をしているが、「深い」との形容は夜の深淵をも暗
示するものだ。
　夜、まず眼前に映るのは貧しく虐げられた人々の眠る姿である。彼らの総称、「小さき者」
the　little　children（7）には弱い者との含みがある。聖書のエコーとともに、梅毒、酒飲み、
精神薄弱等のホイットマンの兄弟の現実も含まれる。「私を通してあまたの押し黙っていた
声が」Through　me　many　long　dumb　voices（Song、509）と、弱者もが声を上げるその前夜の
眠りは、昼間の現実が一旦夜の中に遠のき、非現実化される時間だ。「大地が夜の中へと引
いてゆくjThe　earth　recedes　from　me　into　the　night，（27）、「夜」に「大地」が消滅する。
これは「昼」の「徒歩でゆく」後で具体的な地面を示すWhere節が羅列されているのと対
照的だ。「夜」はただ、ベッドからベッドへと「夢みる」のみだ。1　dream　in　my　dream　all
the　dreams　ofthe　other　dreamers，（30）　この［d】音は一瞬、　I　am　a　dance（32）とアレグロに
転調するが「舞踏」の足を着けるべき「大地」は無く、再びアンダンテに減速せざるを得
ない。［d］の通奏低音はdeep，　dark，、dusk，　Darknessから1　de8cend　my　western　course（71）
に至る。この低音はいわば、“Song　ofMyself’の歌声のベースである。というのも、Idescend
の一行は“Song　of　Mys　elf’の次の一行と呼応しているからだ。1　ascend｛from　the　moon・一一I
ascend　fron｝the　night，（Song，1296）この上昇感は確かに明るい歌声を思わせる。しかし音
楽は単一ではありえない。ホイットマンの雑多なmyselfが初版全体に共鳴しているのであ
って、Idescendと下降した果ての「どんづまりの暗い地下」It　is　dark　here
underground（78）という死の観念12をくぐり「さ迷う」影のmyselfをも聴き取らなければ、
本当には訳せない。
　ホイットマンの上昇と下降は太陽の動きと重なっている。それは例えば晩年の詩
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“Twilight”（1887）に明らかだ。
　The　soft　voluptuous　opiate　shades，
　The　sunjust　gone，　the　eager　hght　clispell’d－（I　too　wf皿soon　be　gone，　dispell’d，）
　Ahaze一血w亀na－rest　and　nighttbliVion．
沈む太陽がそのまま詩人自身の死となる。ホイットマン晩年の詩想がすでに初版にみえる
ことを強調する価値はある。ともすれば初版は恐れを知らぬ生命のpassionateな砲峰の側
面のみが拡大解釈されるきらいがある。しかしそもそもpassionとは苦しみ（suffering）を経
た故に生じるものなのだ。Icelebrate　my8elfを「賛え」ると訳すのもいい。しかし「どん
よりした眼差しで最も苦しみ不安な者の傍らに立つ」stand　with　drooping　eyes　by　the
worstSuffering　and　rest｝ess，（24）同じ詩人が手放しで「賛え」られようか。（この行には後
にin　the　darkという［d］のべ一ス音が付される）「どんづまりの暗い地下」の次の行の「光
と大気」the　hght　and　ah＜79）｝まどん底から垣間見る、希求の「光」であり、その感情が「し
あわせなはず」ought　to　be　happy（79）に現れている。命の象徴である「光と大気」を願っ
たこの行には後に何故か括弧が付けられる。同様の改変が“Song　of　Myself’の「無数の太
陽がまだある」there　are　mi皿ion8　of　suns　left，（Song，26）にも為される。「無数の太陽」、こ
のいかにもホイットマン的な生命の表現になぜ括弧が付くのか。光に満ちた生命を礼賛し
切れない影の所為かもしれない。
　ホイットマンもまた「苦しみ不安な者」だったのだ。「そして私は他の夢みる（眠る）人々
になる」AロdIbecome　the　other　dreamers．（31）。ホイットマンにとって「見る」というこ
とはその対象との合一だ。詩人も「小さき者」の一人ということだ。初版序文の気負った
文章をこの詩にぶつけてみれば、恐れ（fe　ar）ともいえる深層心理が読み取れる。「もはや何
ものも彼（大いなる詩人）を蹟かせることはできない、苦しみも闇も、死も恐れも。」Nothing
can　jar　him（the　greatest　poet）一一suffering　and　darkness　cannot－－death　and　fear　cannot．
「苦しみ」「闇」「死」、いずれも前述した通り眠る人々（＝ホイソトマン）を脅かしていた
ものである。そして「恐れ」がある。
　ホイットマンは自ら「大いなる詩人」となることで「恐れ」を踏み越えようとした。「大
いなる詩人」へとtranscendしようとの熱情の底には、現実に「小さき者」として自覚せ
ざるを得ない「恐れ」との葛藤があった。また、ルイスによればホイットマンの「恐れ」
には「ある性的董恥心」sexual　shameカs’関与しているという。13フロイト（Freud）理論を
当て嵌めたこの指摘は、大らかに性を表現した詩人の光の裏に潜む影を考える上で重要だ。
そして気になってくるのは次の詩行であり、それが後に削除されたという事である。「私は
裸でこの世を渡るのが恥ずかしい」1　feel　ashamed　to　go　naked　about　the　world，（65）この
箇所にミラー（E．H．　Miller）も注目し、フロイトの流れを汲む精神分析学者エリクソン
（Erikson）を引用して、人問の一発達段階である「青年の恥の感覚」a　young　man’s　feeling　of
shame　i　4を論じている。しかし、1　roll　myself　upon　you　as　upon　a　bed…1　resign　myself　to
the　dusk．（50）を読むと、「体を投げ出す」resign　myselfに託されたホイットマン独特のエ
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ロスは「恐れ」がある極点に達した果ての、相手への身のゆだねと取れ、詩人が女性化し
ている謎を“Song　ofMyself’の次の行と絡めてみれば、単なる理論には収まりきらない余
剰が残る。A8　God　comes　a　loVing　bedfeilow　and　sleeps　at　my　side　a11　night　and　close　on
the　peep　of　the　day，（Song，52）男性である神との交わり、性的なものと宗教的なものを混合
させるホイットマンに文学批評理論の当て嵌めだけでは通用しない。
　　「美しき泳ぎ手」a　beautiful　gigantic　swimmer（81）の泳ぐ海は「闇」と同様、ホイット
マンの現実に対する「恐れ」の心象風景だ。「泳ぎ手」を苦しませ、死をもたらす海を詩人
は「憎む」Ihate　the　swift・running　eddies（84）（この僧しみはIlove　the　rich　running
day（199）の「愛」と表裏を成す）。と同時に、詩人は「泳ぎ手」に憧れる。「私は見る」Isee（81）
に憧憬の念がみえるのも、それが単なる視覚ではなくてVisionの中の幻像15だからだが、
　「泳ぎ手」が「裸」naked（81）である事に意味がある。なぜなら美しき裸体は「泳ぎ手」だ
けでなくあらゆる「眠る人々」に共有されるものだからだ。「眠る人々は一糸まとわぬ姿で
とても美しい」The　sleepers　are　very　beautifα1　as　they　lie　unclothed，（179）。　英雄的な「泳
ぎ手」も恐れていたかもしれない。しかしひとたび海に飛び込めば、自らの肉体の「力」
his　strength（88＞で戦う。この映像はホイットマンの理想とする詩人像でもある。初版の肖
像の黒い帽子はスクーナー船のマストに喩えられている。「私は裸でこの世を渡るのが恥ず
かしい」を思い出せば「性的差恥心」も克服した夢の姿だ。しかし「泳ぎ手」は岩壁に打
ち付けられ、死体となって海にもっていかれる。この敗北は「ブルックリンでの敗戦」the
defeat　at　Brookdyn（101）という現実の出来事16に重ねられる。「サタン」Lucifer（127）はし
ぶとい。ここからの8行は削除されるのだが、ホイットマン詩の中でこの語が用いられる
のはここだけである。詩人は自らの暗い声調をどのような意図で消した、あるいは消さざ
るを得なかったのか。17初版に聴こえるDamn　him！1my　tap　iS　death．（130／134）の【dl音か
らAshow　of　the　summer　softness（135）の［s1音への濾過がいわばこの“夜の詩”の絶頂であ
り、初版の魅力だ。ホイットマンの用語でtapとはドラムの音である。太鼓の一打は、詩
人を含めたあらゆる「眠る人々」を脅かしていた死の影が浄化され、生の光に反転する瞬
間だ。
　夜、ホイットマンはさ迷い、下降し、闇のどん底にまで沈没した。「諸々が夜の中に溶け
込む」Elements　merge　in　the　night（142）。　確かに闇は恐ろしかったかもしれない。しか
しホイットマンのエロスがそうであったように、闇に身を沈めてみれば、神との交合も夢
想させるやさしい夜でもある。「夜と眠りが彼らの間の差を無くし、本来の姿に戻してくれ
た」The　night　and　sleep　have　like皿ed　them　and　restored　them．（161）。この夜のやさしさ
は、昼の明かりで見えてしまう、人を区別する衣服を見えなくさせるにとどまらない形而
上のものだ。
　回帰を示す接頭辞re・が繰り出される。　restore，　relieve，　resume，そして「帰るj　return
先は「母よ」O　my　motherと呼びかけられる夜だ。フランシスコ会修道女メアリ（SiSter　E．
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Mary）はこの夜を「永遠なる天上の夜」the　eternal　heavenly　night　i　sと評し、ヨハネ福音
書を引いているが、「父のみもとに行く」go　to　the　Father　i　gと表現される正統的キリスト
教と「母のもとに帰る」O　my　mother　and　duly　return　to　you（202）との微妙な違いに注意
したい。夜の深淵をも示す「子宮」the　womb（204）と相侯り、この夜の女性像は性的なもの
と宗教的なものの融合した大きさを感じさせるのだ。
　「やわらかい夏の姿」Ashow　of　the　summer　softness（135）に始まる高まりは確かに
“Song　of　Myself’の明るさを思わせる。しかし「やわらかい夏」とは「目には見えない」
something　unseen（135）「光と大気」the　light　and　air〈135）で、（どん底から仰ぎ見た「光と
大気」を思い出す）、その「姿」は詩人の幻想だ。改めてこの“夜の詩”の1行目in　my　viSion
を、そしてあの1行目Ieelebrate　myselfを想う時、ホイットマンのmyselfはいかに表向
き光り輝いていても、その影には恐れや苦しみ、死の底からの光の希求という闇夜の幻想
があるのだから、「賛え」るでは済まないのではないか。ここで再びcelebrateとsingが問
題となる。初版の独自・性を見るカウリーは書いている。
　At　fUrst　one　feelS　that“celebrate”and“sing”axe　synonyms，…．　But　the　truth重s　that
“sing’in加oduces　a　new　theme　into　the　text．　In　the　fU’st　editio皿the　poet・hero　had
“celebrated”himself　by　te11ing　what　he　saw　and　did　and　believed．20
　聴衆を意謙する以前に詩人は、無意識にさらけ出しているのだ。“The　Sleepers”にとど
まらない初版全体を視野に入れなければならないが、現時点でIcelebrate　myselfは私の耳
にはこう聴こえる。「私は私のすべてをあらわす」、
　註
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Introduction，　by　Malcolm　Cowley．　Penguin　BookS，1959）
　　　　Walt　Whitman，　The　Comρlete　poems（Edited　by　Francis　Murphy．　Pengu血
Books，1986）
　引用文尾の括弧内に行数を示す。数字のみは“The　Sleepers”から、　Songは“Song　of
Myself’から、Lilacsは“When　Lilacs　Last　in　the　Dooryard　Bloom’d”からの引用である。
日本語訳は拙訳を試みた。
　（本論文は2001年11月17日に開催された学習院大学英文学会での口頭発表原稿に加
筆・訂正を施したものである。）
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　1“Song　of　Myself’は初版では無題、1856年第二版で“Poem　of　Walt　Whitman，　an
American”、1860年第三版で“Walt　Whitman”、そして第七版で“Song　of　Myself’とな
る。
　2The。Portable　Hemingvva7Malcolm　Cowleゾs　lntroduction（N．Y．　Viking　Press，1945）
　3　附‘；VZtt’tman　Reconsj°dered（Sloane　Associates，1955）
　4Ameロican　Renar’ssanee’∠Art　and　Expression　in　thθa8e　OfEmerson　and防’tman
（Oxf〈）rd　University　Press，1941＞p．471．
　　　Love　andDeath　in　the∠Ameriean　Novel（Criterion　BookS，1960）p．417．
　5『アメリカ文化と日本』亀井俊介（岩波書店、2000）p．112．
　6　The．猷囮7君bθ1η5　a刀ゴ翻～θ乃b掘oη，　ed．　T．　L．　Brasher（New　York　University　Press，
1963）p、327．
　70．E．D．4．　T（）make　pubhcly　known，　proclaim，　pub1蛤h　abroad．（1856年、　W．　C．
Bryantの用例がある）
　8　TEX「r，　Cowley’s　Introduction　p．x．
　9Modern　O撚o認険匹附’職老加8刀，　ed．　H．　Bloom（N．Y　Chelsea　House，1985）p，111．
　10“The　Sleepers”は初版では無題、1856年第二版で“Night　Poem”、1860年第三版
で“Sleep　Chasings”、そして1871年第五版で“The　Sleepers”となる。
　11TEXT，　Cowley’s　Introduction　p．xxi．
　12この行のblankという語に関して、実存主義者の言う「無」nothingnessを読み取る
Maryの解釈があるが、常田四郎のホイットマン観と併せ、興味深い。「人闇賛美と人間の
救いという二つの原衝動がLθa　ves　o／伽卵初版を何より実存的主題のユニ・一一クな作品と
して創造したのである。」『Walt　Whitman’s　Song　of　Myself詳注・解釈・批評』（荒竹出版、
1984）　p．385．
　13／lfodernαゴ’孟2ヒ81レ1’ews　p．111．
　14Walt防゜tman　iS　Poety　A．ゐ躍五db留ヒal　Journey（New　York　University　Press，
1968）p．77．
　15　O．E．D．　see：「r（）behold（Visual　objects）in　imagination，　or　i　n　a　di’eam　or　vision．
　16アメリカ独立戦争中の1776年8月27日に起こった戦い。
　17ミラーも、ここを削除した‘‘the　good　gray　poet”の意識的操作が結果として初版の
勢いを消しているという。附孟PVZtt’tman　is　Poetrx　pp．233－234．
　180㎡伽oη〃ん’加8η，ed．　R．　H．　Rupp（University　of　Mia皿i　Press，1972）p．88．
　19　“John　16：28”　King　James　Version
　20TEXT㌧Cowleゾs　Introduction　p．xxxih．
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